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  夏休み貸出はじめました! 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みが終わり、いよいよ二学期が始まりましたね。 

食欲の秋、スポーツの秋などたくさんの「秋」を感じる季節ですが、今年は「読書の秋」として、 

色々な本を読んでみてはいかがでしょうか。            (担当；１ーC 森本晴香) 

 

 

『お待ちしてます 下町和菓子栗丸堂』 似鳥航一 913 に  

 この本は浅草にある和菓子屋の日常を描いています。主人公は過去に少しあったがれっきと

した和菓子職人で、なじみの人に呼ばれて一人の女性と出会う事となった。なぜかその女性は

和菓子職人である主人公より和菓子のことを知っていた･･･1 冊で三つのお話が読めて、いろん

なお客といろんなことが起きます。和菓子について知る事が出来たり、いろんな人の思いが交

わる中で成長した主人公や和菓子にも注目してみると、とてもおいしそうに聞こえてくます。

いろんな見方ができるので是非読んでみてください。    （担当：１A 吉村義人） 

 

『名画は嘘をつく』 木村泰司 723 き  

 １４世紀に始まったルネサンス時代、絵画はある一定のメッセージを「伝える」という目的

がありました。ですが、当時担っていた役割は、なかなか現代人には理解しづらく、勝手な解釈

をされがちになり、「嘘」が定着してしまいがちになるそうです。この本ではそれぞれの作品に

描かれた「嘘」が読み解かれています。気になった方はぜひ読んでみて下さい。 

                               （担当：１A 西川瑠夏） 

 

『絵が「ふるえるほど好き」になる』 MAYA  MAXX 723 え  

 この本はたくさんのロシアの名画がのっています。中には、ピカソやゴッホが描いた絵もあ

り、１つくらいは見たことがある絵や、知ってる絵があるかもしれません。それに、この本の絵

には解説がそれぞれ書かれているので知らない絵でも楽しく見れると思います。ロシアの旅ガ

イドも載っていてロシアのいろいろな場所の写真、解説も載っています。今、ロシアといわれて

も悪い印象があるかもしれませんが、この本は 2005 年に発行されているので戦争が始まるず

っと前のロシアの風景を楽しむことができます。ちなみに僕はこの本を見て、ロシアのウスペ

ンスキー大聖堂という場所に行ってみたいと思いました。   （担当：１C 佐藤優生） 

 

図書委員のオススメ本 

＜テーマ 読書の秋 ＞ 

                                    

                                     

 

魯迅。「ろじん」と読みます。中国の大文豪です。中学生であれば「故郷」という物語の作者として知っている人

も多いでしょう。私は魯迅が書いた「小さな出来事」がとても好きなので、ご紹介しますね。 

この話の主人公は、自分のことを「社会的な地位が高くて偉い」「優れた人間だ」と思っています。だから、態度

がとても高慢。ある日、自分が乗っていた人力車が老婆に接触したときのこと。彼は、その老婆の身なりが粗末であ

ることから、お金目当てにわざと人力車に当たったのだろうと考えます。周囲に目撃者はなく、老婆が怪我をしてい

るようにも見えなかったため、彼は車夫に「早く行け！」と命ずるのですが…。なんと、車夫はその言葉に従わず、

老婆を助け起こして派出所へ連れて行ったのでした。その後、主人公の心に湧き上がる罪悪感。自問自答しながら自

分の小ささに徐々に目覚めていく様子には、何度読んでも心が洗われる思いがします。彼の誠実さと温かい人間性

が、麻痺しきっていなくて本当に良かった！そう感じずにはいられません。この「小さな出来事」は短編で、あっと

いう間に読めますから、皆さんもぜひ手に取ってみて下さい。 

それからもうひとつ。読書は、言葉の感性を磨くのにとても有効です。翻訳された外国作品にしても日本の作品に

しても、そこに著された表現を味わい、自分なりに咀嚼する醍醐味を、中学時代にたくさん経験してほしいと願って

私と読書  西田先生 
『故郷/阿 Q 正伝 』 

魯迅著，藤井 省三訳 923 ろ 
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１学期最後に開催した「POP コンテスト」ご参加ありがとうございました。上位入賞者を紙面でもお知らせします。

前期図書委員会で取り組んだ POP を生かしたイベントでした。後期委員会でも開催を検討しています。 

１位 ３A 村田優衣さん         

 

 

 

 

２位（同率）２B 山田千結さん   ２位（同率）１A 西川瑠夏さん 

                                     

 

現在、阿佐谷図書館 

2 階 YA コーナーで全ての 

 

１学期の累計来館者数は、682 人でした。 

たくさん来館してくれてありがとうございました。 

一番たくさん図書室に来てくれたクラスは、１年 A 組でした。他にも、雨

が多い６月には、来館者数が多くなっているなど、面白いことがたくさん

わかるので、ぜひみんなでグラフを見てください。  （担当：１B 有吉禄） 

 

 

 

 

1 学期の開館日数 58 日 

1 日の平均来館者数 11.7 人 

1 学期の累計来館者数 682 人 

                         

 

 

中学校の時から電車通学になり、学校へ行き帰りは、友人と一緒ではないときはほとんど本を読んでいました。往

復でおよそ三時間、じっくり読む日も、急な事故による運休や天候トラブルの待ち時間など、いつも一冊以上本がか

ばんに入っていました。夢中になると、時間も周囲の音も気にせず読みふけってしまうため、朝うっかり乗り過ごし

て、隣で寝ていた友人におこられたこともあります。 

本が好きな友人から、まったく違うジャンルのお話を紹介されて読書の幅が広がっていったのもこのころですし、そ

れまで自分があまり読んでこなかった「新書」を普通に読み、学校の授業で習った歴史や理科の内容が発展していく

面白さを友人に語られ、ちょっと大人の考えに発展する本を読みたいとも思いました。 

「本は友人」と言いますが、目の前でいろいろなことを話したりする友人を、より深く知るのも読書がきっかけにな

ることもありました。私と読書は、理解を深めたり、新しいことや知っていたはずのことに見えなかった見方を与え

てくれるものでした。 

今回は斎藤惇夫さんの「冒険者たち」を紹介します。小学校のときに読んでいた本ですが、実際にその方の講演会

に行ったからです。目の前にその本を書かれた方がいるというのは、また違った見方に気づかされることもありま

す。内容は、読んでみて下さい。                         （担当：１B 迫田舞華） 

 

私と読書 佐々木先生 

 

 

『ハリーポッターと呪いの子』 

J・K・ローリング 著 

『昔話法廷シーズン１』 『カゲロウデイズⅧ』 

『冒険者たち 』 

 斎藤惇夫 著 913 さ 

＜近日入荷予定＞ 


